
 
 

 
 
 
 
 

 
 
前号に引き続き、なんとなく考えているこ

とをつぶやかせていただきます。 
 
『親孝行したいときには親はなし』という

言葉もありますが、育ててくれた両親やかつ
てお世話になった上司や先輩、いつもそばで
支えてくれる人への恩返しはできるうちに

したいものです。ですが、振り返ってみると、
自分に恩を与えてくれた人、今現在与えてく
れる人は、目上の方や自分より人生経験が豊
富な方であることが多いのではないでしょ
うか。こういった方々に恩返しをしようと思
うと、自分が成長したら、と実際にお返しで
きるまでに時間がかかることも珍しくはあ
りません。お互いの環境が変わり疎遠になっ
たり、お相手によっては、残念ながらこの世
を去ってしまったりすることだってありま
す。それに対して「恩送り」は、時を待たず

に、今すぐできる思いやりの受け渡しです。 
恩送りの基本とは、自分が優しさを受けて

うれしかったことを、別の誰かにもしてあげ
るというシンプルなものです。見返りを求め
ることなく、ただ、自分がうれしかったから
やる、それだけです。たとえ人に笑われたと
してもやってみようかと決めたときの、その
心意気は、実は世の中をよりよいものへ変え
ていくものなのかもしれません。 
人に思いやりを持つことは、その困ってい

る人のためだけではなく、バトンを渡すよう
にめぐりめぐって自分を幸せにするものだ

という意味なのです。恩送りは、最近作られ
た言葉ではなく、江戸時代頃には使われてい
たという説もあるようです。 
恩返し、恩送りはどちらも、日本の文化に

も根付いている大切な考え方なのですね。 
 
「情けは人の為ならず」ということわざは

御存知かと思いますが、次回はそのことにつ
いて書いていこうと思います。 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

【卒業証書授与式】 
3月18日に実施する「第77回卒業証書授

与式」についてお知らせします。今年度の式
には、以下の理由で、在校生（5年生以下）は
出席しません。 
①主役である卒業生と保護者様の距離をで
きるだけ縮める（より近くで見ていただ

きたい。）ため。 
②在校生の学習時間の確保のため。 
 
とはいえ、5年生には、式典に臨む卒業生

の姿から多くのことを感じ取ってほしいと
いう願いもあります。そこで、本番の数日前
に実施する「卒業証書授与式 総練習」に参
加し、1年間リーダーとして頑張ってきた6
年生の後ろ姿に学び、次年度の最高学年とし
ての意識を高めさせたいと考えています。 
日時：令和6年3月18日（月） 

   午前９時３０分から 
 場所：小ヶ倉小体育館 
 
【6年生を送る会】 

3月5日に予定している「6年生を送る会」
についてお知らせします。 
上に書いたように、今年度は在校生（5年

生）が卒業式に参加しないため、卒業生と在
校生による言葉と心のやり取りが実施でき
ません。 
そこで、卒業生の保護者様を対象に、「６年

生を送る会」を参観いただけるようにしたい

と考えています。6年生にとっては、全校揃
っての最後の行事となります。各学年からの
出し物やプレゼント、６年生からの出し物、
そして校旗の引継ぎ（リーダーのバトンパス
の意）が計画されています。お時間の御都合
がつかれる方は、御自由に御来校いただき、
御参観ください。 
日時：令和6年3月5日（火） 
   午後１時３５分から２時４０分 
場所：小ヶ倉小体育館 
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